
取扱説明書No.R－110027

取扱説明書（保証書付き） 
このたびは、弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。
安全にご使用いただくために良くお読みいただき、大切に保管してください。

本書は、お客様が本製品の適正な使用を行なうための説明・注意事項が記載されて
おります。必ずお客様にお渡しください。

販売店様・施工業者様へのお願い

P . 1

マイテック遮光 マイテック遮光

P . 2 P . 3

安全上のご注意(必ずお守りください）

製品全体図及び部品名称

取付けの種類

取付け方法

注意
■使用上の注意
本製品は屋内用です。屋外での使用はできません。

可動部への注油は絶対に行わないでください。

ロールスクリーン本体にぶらさがらないでください。

風の強いときは、窓を閉めるかスクリーンを巻き上げてください。

防炎品でも火のそばでは使用しないでください。

■取付け時の注意事項
取付けネジは木部用です。木部以外には使用できません。

製品は水平に取付けてください。斜めに取付けますと、巻きずれの原因になります。

注意
軸受とピンの方向を図のように正しくセットしてください。逆の場合には作動しません。

注意
スクリーンセットをトップフ
レームに固定するまでに、ピ
ン付き軸受けのピンを押さ
ないでください。スプリン
グの設定（初巻き）が解除さ
れてしまいます。

※スプリングの設定（初巻き）
が解除した場合は、P.5「スク
リーンの昇降スピード調整方
法」に従って調整してくださ
い。

■製品組図

〈天井付けの場合〉 〈正面付けの場合〉

窓枠の内側に取付ける方法 窓枠の外側に取付ける方法

■付属部品■製品分解図
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②トップフレーム
　を取付ける。

※ 取付けの種類によって、取付け方法が異な
ります。
■天井付けの場合　■正面付けの場合、そ
れぞれの取付け方法に従って、取付けてく
ださい。

■天井付けの場合
❶トップフレームの取付け
①トップフレーム裏面の左右にそれぞれ
コーナープレートを貼り付けてくださ
い。

※コーナープレートは光漏れを防止する
ための部品です。トップフレームの角
とコーナープレートの角を合わせるよ
うに貼り付けてください。

②両端の隙間が均等になるように窓枠天井
面にトップフレームを取付けてくだ
さい。（ナベφ3.5×18）

❷サイドフレームの取付け
・トップフレームとサイドフレームの後面
が合うように、サイドフレームを取付け
てください。

  （ナベφ3.5×18）
※上下方向に隙間がある場合は、下面に
突き当てるようにしてください。

❸スクリーンセットの取付け
①軸受け右をトップフレームにセットしてください。
②スクリーンセットの左側にピン付き軸受けをセットしてください。

③軸受け右にスクリーンセットを差し込み、その状態で左側のピン付き軸受けをトッ
プフレームにスライド固定してください。

※ツメが溝に完全にはまるまで押し込んでください。

トップフレーム

軸受け右

ツメ

溝

〈右側〉

（ピンを引いた状態）
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ピン付き軸受け

溝

ツメ

30

60

32
16

62

製
品
高
さ
（H）

製
品
高
さ
（H）

60

32

62

10

 

36

10 ❹サイドフレームカバーの取付け
①サイドフレーム下部クッションをサイド
フレーム最下部に貼ってください。右
図を参照し、サイドフレームからはみ
出さないように注意してください。

②サイドフレームカバーを斜めから溝に
差し込んでください。

③サイドフレームカバーをスクリーンと
平行になるように奥に押し込んでくだ
さい。

④サイドフレームカバーを『カチッ』と音
がするまで、サイドフレームに押し込ん
でください。

❺ボトムフレームの取付け
・サイドフレームとボトムフレームの後
面が合うように、ボトムフレームを取
付けてください。

　（サラφ3.5×20）
※サイドフレームとの間に光漏れが発生
する場合は、隙間用シーラーを適度な
大きさにカットして差し込んでください。
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❻フロントカバーの取付け
①図の様にフロントカバーをトップフレ
ームにはめ込んでください。

②固定ネジ（トラスM4×6）でフロント
カバーを固定してください。

※固定ネジは樹脂部用のネジです。あま
り強く締付けないでください。
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フロント
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②固定ネジ

フロントカバー

トップフレーム

サイドフレームカバー

スクリーン

ウエイトバー

ボトムフレーム

ボトム補強フレーム
（正面付けの場合のみ）

プルコード

プルボール
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サイドフレーム下部クッション

軸受け右
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P . 4

マイテック遮光

P . 5 P . 6

マイテック遮光

ボトムフレーム

ボトム補強フレーム

ボトムフレーム10mm

L金具
ボトム補強フレームボトム補強フレーム

ボトムフレーム

窓
枠
等

10mm

L金具

ボトム補強フレーム

❷サイドフレームの取付け
①支持金具締板を予めサイドフレー
ムの溝に挿入してください。

②サイドフレームを垂直に取付けて
ください。

　（ナベφ3.5×18）

・ウエイトバーを上下させて開閉を行ってください。操作
は必ずウエイトバーで行ってください。ウエイトバーに
手が届かない場合には、プルボールを持って手の届く範
囲までスクリーンを降ろしてください。

・レバーを握るとロックが解除されます。
・スクリーンを途中で止めることは出来ません。

❶ P.2❸の逆の手順でスクリーンセットを取外してくださ
い。

❷ ワインダーを図のように、スクリーンセットの軸の突び
出している部分に当て、引きながらはめてください。

❸昇降スピードの調整を行います。
＜昇降を速（強）めたいとき＞
・ ワインダーを時計回りに2～3回転巻いてください。
＜昇降を遅（弱）めたいとき＞
・ ワインダーを反時計回りに2～3回巻いてください。

❹ワインダーを先の方（軸の突び出し部分）からゆっくり
外してください。

❺ P.2❸の手順でスクリーンセットを取付けてください。
❻適度なスピードになるように上記❶～❺をくり返し行
ってください。

※ 付属のワインダーにて調整を行ってください。

❸トップフレームの取付け
・窓枠の正面に水平に取付けてくだ
さい。

　（ナベφ3.5×18）
※サイドフレームとの間に隙間が無い
ように注意してください。

❹以下、P.2天井付けの場合の❸❹❻の
作業を行ってください。

❶フロントカバーの取外し
①スクリーンを最上部まで巻上げてください。
②フロントカバーの左右のネジを外してください。
③ホールキャップを外し、マイナスドライバーをトップフレームとフロントカバーの
間に入れ、フロントカバーを水平方向に引いて外してください。

❷ボトムフレームの取外し
・取付ネジを外し、ボトムフレームを取外してください。
※正面付けの場合は、ボトム補強フレームと一緒に外してください。

❸サイドフレームカバーの取外し
・P.3 ❹の逆の手順で取外してください。

❹スクリーンセットの取外し
・P.2 ❸の逆の手順で取外してください。

❺サイドフレームの取外し
・P.2 ❷（正面付けの場合はP.4 ❷)の逆の手順で取外してください。

❻トップフレームの取外し
・P.2 ❶（正面付けの場合はP.4 ❸)の逆の手順で取外してください。

■正面付けの場合
❶ボトムフレームの取付け
① L金具をボトム補強フレームの穴位置に合わせ、
窓枠上面より10mm下げた位置に取付けてく
ださい。

　（サラφ3.5×20）

② L金具にボトム補強フレームとボトムフレーム
を乗せ固定してください。

　（特サラM4×35、フランジ付き六角ナットM4）

窓
枠
等

トップフレーム

サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム

ボトム補強フレーム

ボトムフレーム

窓
枠
等

①

②

フロント
カバー

トップフレーム

－ ドライバー

取外し方法（天井付け、正面付け共通）

操作方法

スクリーンの昇降スピード調整方法

故障かなと思ったら

スクリーン
セット

ワインダー

（強）

スクリーン
セット

ワインダー

軸の突び出し部

軸の突び出し部分

ワインダー

引きながらはめる

スクリーン
セット

スクリーン
セット

ワインダー

（弱）

注意
ワインダーを軸に差し込んだ後にワインダーから手を
絶対に離さないでください。スプリングが解除され
ワインダーが高速で回転し、ケガの原因となります。

● スクリーンが巻上がらないとき、または巻上がるスピードが極端に遅くなったとき。
→ ローラーパイプ内に入っているスクリーンを巻上げる為の機構部（スプリング）の設定が
解除されていると思われます。P.5「スクリーンの昇降スピード調整方法」の〈昇降を
速（強）めたいとき〉の方法に従い調整してください。

きれいにお使いいただくために
●日頃のお手入れはハタキやハンドモップ等でほこりを落としてください。
●スクリーンのヨゴレは、水を充分絞ったきれいな布で軽く拭きとってください。
　（水であっても、スクリーンは一度濡れると多少変色する場合がありますのでご注意ください。）

梱包材の処理方法
●梱包材は可燃ゴミと不燃ゴミに分別して処分してください。
●各自治体により分別基準が異なりますので、それぞれの自治体の規定に従って処理して
ください。

ウエイトバー プルボール

スクリーン

レバー

フロントカバー

ホールキャップ

スクリーン

①

②

③

アフターサポート規定

本社 〒104-0033  東京都中央区新川1-4 -9

この度は、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
当製品は、厳密な品質管理のもとお届けしておりますが、万一、保証期間内に故障
した場合には、アフターサポート規定に基づき修理をさせていただきます。

1. 取扱説明書・本体注意ラベル・タグにしたがった正常な使用状態で保証期間内に故障し
た場合は、無料で修理させていただきます(スクリーン部は対象外)。但し、当社が指定
する消耗部品の無料修理サービスはお買い上げから1年以内とさせていただきます。
無料修理サービスをご依頼になる場合は、メンテナンスシールをご確認のうえ、お買い
上げの販売店へご依頼ください。転居などにより、お買い上げいただいた販売店が不
明な場合は、最寄りの弊社営業所へお問い合わせください。

2. 保証期間内でも次の場合は有料修理サービスとなります。
（イ） 本書の提示が無い場合。
（ロ） お買い上げ後の輸送、落下などによる故障、損傷。
（ハ） 使用上の誤り、又は不当な修理や改造もしくは、純正部品以外の使用による故

障、損傷。
（ニ） 火災・地震・雷・風水害その他天災地変など、外部要因による故障及び損傷。
（ホ） 特殊環境（強度の湿気、煙害、薬品のガス、公害）による故障及び損傷。
（ヘ） お買い上げ後の取付け場所の移動による故障及び損傷。
（ト） 当社カタログに記載している仕様以外の製品についての故障及び損傷。

3. 本書は、日本国内においてのみ有効です。

製品保証書

保証期間：お買い上げ日より3年間

●お問合せは、お買い上げの販売店または下記事業所へお申しつけください。

札 幌 支 店

盛岡営業所

仙 台 支 店

新潟営業所

宇都宮営業所

つくば営業所

さいたま支店

東 京 支 店

東京西営業所

多摩営業所

千葉営業所

横 浜 支 店

静岡営業所

長野営業所

名古屋支店

金沢営業所

京都営業所

大 阪 支 店

神戸営業所

岡山営業所

広 島 支 店

高松営業所

福 岡 支 店

鹿児島営業所

tel.011-841-3731 fax.011-841-9926 〒003-0012  札幌市白石区中央2条3丁目3-10

tel.019-645-5271 fax.019-645-5275 〒020-0134  盛岡市南青山町4-8

tel.022-288-8415 fax.022-287-3110 〒984-0012  仙台市若林区六丁の目中町31-35

tel.025-267-1241 fax.025-231-0506 〒951-8154  新潟市掘割町3-4 川崎ビル1F

tel.028-610-7891 fax.028-610-7892 〒320-0847  宇都宮市滝谷町20-20 SSビル1F

tel.0297-52-1551 fax.0297-52-1552 〒300-2494  茨城県筑波郡谷和原村大字小絹551

tel.048-657-9221 fax.048-657-9191 〒330-0810  さいたま市大宮区土手町1丁目2 JA共済埼玉ビル2F

tel.03-3552-2961 fax.03-3552-4460 〒104-0033  東京都中央区新川1丁目14-5 金盃第三ビル4F

tel.03-5358-3391 fax.03-5358-3392 〒151-0073  渋谷区笹塚3-2-15 第Ⅱベルプラザ1F

tel.042-525-0431 fax.042-525-0433 〒190-0013  立川市富士見町1丁目21-18 クラン岩崎1F

tel.043-245-6801 fax.043-245-6805 〒260-0027  千葉市中央区新田町10-15 誠寿ビル1F

tel.045-473-2700 fax.045-473-9660 〒222-0033  横浜市港北区新横浜2-17-2 フォンターナ新横浜4F

tel.054-283-5011 fax.054-283-5120 〒422-8043  静岡市中田本町60-7

tel.026-225-5901 fax.026-225-5902 〒380-0928  長野市若里1丁目21-24 八州若里第二ビル1F

tel.052-858-2420 fax.052-858-2461 〒466-0033  名古屋市昭和区台町1丁目23

tel.076-240-2300 fax.076-240-3791 〒920-0364  金沢市松島2丁目209

tel.075-344-9611 fax.075-344-7664 〒600-8108  京都市下京区五条通新町西入る西錺屋町18 トミタビル4F

tel.06-6260-0821 fax.06-6260-0822 〒541-0053  大阪市中央区本町4-1-7 第二有楽ビル6F

tel.078-382-0173 fax.078-382-0190 〒650-0025  神戸市中央区相生町4丁目4-14 グランダーブル2F

tel.086-244-2222 fax.086-244-1612 〒700-0971  岡山市野田3丁目23-7

tel.082-232-0439 fax.082-232-0432 〒733-0037  広島市西区西観音町9-7 なかよしビル1F

tel.087-868-0434 fax.087-868-0491 〒760-0079  高松市松縄町50-13

tel.092-947-2661 fax.092-947-2706 〒811-2414  福岡県粕屋郡篠栗町和田805-2

tel.099-259-2911 fax.099-259-2855 〒890-0052  鹿児島市上之園町25-1 KBC中央ビル1F

※この取扱説明書は再生紙を使用しています。

◎お客様相談室 tel.03ｰ3552ｰ1002
ホームページアドレス  http://www.toso.co.jp

本社 〒104ｰ0033 東京都中央区新川1-4-9
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